
物理Ⅰ

単位数 学年・クラス 使用教科書（出版社）

３単位 ３学年 機械システム科 新編 物理Ⅰ（東京書籍）

建設科

電子情報科

１ 教科・科目の目標

１．身の周りのに見られる様々な物理的な事物・現象を知る。

２．その事物・現象を探究するための方法しとての観察・実験の方法・態度を身につける。

３．これらを通して，事物・現象の背後にある物理の原理・基本法則を学び，論理的な考え方を養

い，自然の美しさ・物理のおもしろさ・楽しさを知り，科学的な自然観を育成する。

４．基礎・基本に基づいた自然現象に対する取り組む論理的な姿勢を育成する。

２ 評価規準および評価方法

関心、意欲、態度 思考・判断 観察･実験の技能､表現 知識・理解

日常に起こる運動やエ 運動現象や様々なエネ 運動・エネルギー・波 運動・エネルギー・波

評 ネルギー、絶えず身の ルギーに由来する現 動に関する基本的な観 動に関する事象・現象

価 回りで生じている波動 象、波動に由来する現 察・実験の技能を習得 について理解するとと

基 現象に対し関心を持 象を観察・実験をとお するとともに、その方 もにそれらに対する基

準 ち、それらの性質に関 して分析し、論理的思 法の理論的背景を理解 本的な概念が形成でき

する現象に対して意欲 考のもとに考察・判断 している。さらに、習 ていること。また、そ

的・科学的に探究する を行うことができる。 得した能力にもとに、 れらを支配している基

態度を身に付けようと その結果、現象の中の 創意・工夫に富んだ新 本的な原理や法則を観

している。さらに、未 問題点を見いだし、科 たな観察・実験の方法 察・実験などをとおし

知な機器や自然現象に 学的・実証的に解決す を見いだしたり、観察 て理解し、知識を身に

対して科学的な態度と ることができる。 ・実験の過程・結果や 付けている。

方法で取り組むことが 自らの考え等を的確に

できる。 表現できる。

評 ・授業内容に関心を示 ・実験・観察、演習、 ・観察、実験の準備に ・この事項は基本的に

価 したか。 授業中の応答など 怠りがないかどう は定期考査で確認す

方 ・授業での応答、演 で、思考の「過程」 か。 る。

法 習、実験・観察に意 を評価したい。実験 ・観察、実験中のデー ・実験などのレポート

欲をもって取り組ん などのデータに計測 タの取り方が適切か では、授業中に学習

だか。 ミスなどがあって正 どうか（とりこぼ した事項が正しく理

・授業、演習、実験・ しい結論に至らなか し、計測ミスなどが 解され知識となって

観察に積極的に取り ったとしても、その ないかどうか 。 きちんとレポートに）

組んだか、チームワ 思考過程が物理的に ・データ処理が適切か 反映されているかど

ークに配慮したか、 正しく、しっかり判 （間違いがないか、 うかを見る。

等を勘案して評価す 断もできていれば十 有効桁数などが適切

る。 分な評価を与えた か 。）

い。 ・観察結果、実験結果



を他の人にもわかり

やすく表現できてい

るかどうか。

・自分の実験事実、そ

の実験事実に対する

自分の考え、インタ

ーネットなどを活用

して調べた事項など

についてはっきり区

別して表現している

かどうか、などにつ

いて評価する。

３ 学習計画等

評価

月 学習内容 学習のねらい 評価基準 観点

４ Ⅲ－１ ・物体の運動に 関心・ 日常の様々な物体の運動に関心を持ち、意欲的に探 ◎

直線運動の ついてどう表 意欲・ 究しようとする。それらの運動を理解する端緒とし

世界 したらよいか 態度 ての直線上の運動に対して関心を抱き、運動の表し

考え、物体の 方・重力による運動に対して意欲的に取り組んでい

移動間隔、移 る。

動の向きの変

化に気づかせ 思考・ 等加速度直線運動をもとにして、多くの複雑な運動

る。 判断 の理解に至ることを知り、運動の多様性と簡単な解

析の方法を習得し、考察できる。

観察・ 等速直線運動・等加速度直線運動の観察・実験など

実験の を通して、実験機器の操作と結果の表し方・データ

技能・ 処理の仕方を習得する。

表現

知識・ 等加速度直線運動に関する基本的な概念や公式を理 ◎

理解 解し、運動を解析する方法を身に付けている。その

最も身近なものとして、地表における重力による運

動についても正しく理解している。

５ Ⅲ－２ ・運動の法則、 関心・ 力のはたらき・性質と運動との関係について、日常 ◎

運動を支配 力の種類、力 意欲・ に見られる様々な運動等を通して関心を持ち、科学

する法則 の記述方法に 態度 的に探究しようとする。

ついて学び、

問い・編末問 思考・ 日常に見られる運動や力のはたらきから様々な種類 ◎

題やその他の 判断 の力の概念を見いだし、力の性質や運動との関わり

問題を通し について考察ができる。また、これらに関する観察

て、物体の運 ・実験を通して、運動の三法則の理解を深め、身の

動を定量的に 回りに生じる様々な現象に対して正しく解析し判断

扱うことに慣 できる。

れる。



観察・ 日常に見られる運動をとおして物体にはたらく力を ◎

実験の 見いだした自らの考えを的確に表現できる。また、

技能・ 運動の三法則や様々な力についての法則に関する実

表現 験方法を習得し、科学的な探究の方法の基礎を体得

し、より的確な実験や観察の方法を見いだすことが

できる。

知識・ 重力・摩擦力・弾性力・浮力等について理解し、知 ◎

理解 識を身に付けていること。物体にはたらいているこ

れらの力を正しく見いだし、運動方程式を立てられ

る （また、つり合いの２力と作用・反作用を正し。

く区別出来ること ）。

６ Ⅲ－３ ・自由落下や水 関心・ 力や速度等の物理量がベクトルであること。ベクト ○

多彩な運動 平投射など、 意欲・ ルの計算、即ち、合成と分解に関心を持ちその意味

の世界 さまざまな運 態度 するところに意欲的に取り組んでいる。また、放物

動において、 運動との関わりについても意欲を持って取り組み探

式が立てられ 究している。

るようにな

る。 思考・ 運動の相対性に代表されるように、様々な観測者の ◎

・力の合成・分 判断 視点に立って運動を見たり、科学的な本質を見抜き

解など、運動 的確に表現することができる。力のモーメントにつ

の概念を図や いて生活の中での道具と関連づけて表現でき、道具

グラフで表せ によって何を便利にしているのか、道具の機能の一

るようにな 面について理解をえる。

る。

・力や速度の合 観察・ 放物運動や力のつりあいについて実験を行う。ま ○

成や分解にお 実験の た、力のモーメントを利用した日常の様々な道具に

いて、ベクト 技能・ ついて実例や実演によって、話し合い討議する。

ルの扱いに慣 表現

れる。

・力のつり合 知識・ ベクトルの合成・分解、合成速度・相対速度、放物 ◎

い、モーメン 理解 運動、力のモーメント・偶力・剛体のつり合いにつ

トや偶力を理 いて基本的な概念や法則・公式を理解し、的確に使

解する。 用でき、知識を身に付けている。

・質量と重さの

違いを理解す

る。

Ⅳ－１ ・仕事とは何 関心・ エネルギー概念と仕事について関心を持ち、意欲的 ○

秘められた か。表面上の 意欲・ に探究しようとしている。

能力をさぐ 日常概念と物 態度 また、力学的エネルギーについて、エネルギーの移

る 理概念の違い り変わりに興味を持って取り組んでいる。

を理解すると

ともに、実際 思考・ 物理での仕事と日常経験している仕事との相違につ ◎

は違わないこ 判断 いて正しく理解し、本質的に違わないことに思いを

とを理解す 巡らせ、事象に対して的確に説明・判断ができる。

る。 そして、物理による仕事の定義が本質的であり、そ

７ ・エネルギーと こから導かれる結論を通して、日常の便利な道具に

は何か。エネ より何を得し、何を得していないのかという別な一



ルギーをはか 面に理解が及び、判断できる。

る物差しとし

ての仕事を学 観察・ 日常の様々な道具について何を得し、何を得してい

び、計算がで 実験の ないのか話し合ったり、実験をし、得られた結果を

きるようにな 技能・ 的確に表現できる。簡単で単純な実験により運動エ

るとともに、 表現 ネルギー・位置エネルギーの移り変わり、即ち、力

仕事の原理を 学的エネルギー保存則について観察・実験を行い、

理解する。 技能を習得する。

８ ・仕事のできる

能力としての 知識・ 仕事・仕事の原理・仕事率・エネルギーという基本 ◎

運動エネルギ 理解 的な概念を理解し、力学的エネルギー保存則につい

ーと位置エネ て成立条件を含めて正しく知識を身に付け活用でき

ルギーについ る。

て学び、それ

ぞれ計算が出

来るようにな

る。

９ ・力学的エネル

ギーが保存さ

れることと、

その適用条件

について学

び、計算が出

来るようにな

る。

Ⅳ－２ ・熱と分子運動 関心・ 熱・温度・エネルギーの関係について関心を持ち意 ○

めぐりめぐ の関係を理解 意欲・ 欲的に探究している。また、様々なエネルギーの種

る不変なも し、熱の入れ 態度 類と変換について関心を持ち、人類が利用してきた

の 物としての物 エネルギーの種類と大量消費について関心を持って

体をイメージ いる。

でき、熱量の

計算ができ 思考・ 原子論的立場からの熱と温度と熱運動について実証 ◎

る。 判断 的・総合的に考察できる。また、エネルギーの変換

・エネルギーの に関する実験を行い、エネルギーについて考察する

変換と保存に とともに、エネルギーの移動が「力」を生じさせる

対して理解 ことに思考が及びその遷移を的確に判断できる。

し、マクロ的

１０ ・ミクロ的見 観察・ 物質の三態・比熱等の実験や熱現象の本質を調べる ○

方が出来るよ 実験の 実験を通して、エネルギーの保存・熱機関の効率に

うになる。す 技能・ ついて習得する。

なわち、力学 表現 また、エネルギーと力の関係を的確に表現できる。

の方法の延長

線上のものと 知識・ 熱・熱平衡・比熱・熱容量・温度・ジュール熱・電 ○

して熱現象を 理解 力・内部エネルギー・熱機関・熱効率・エネルギー

理解できるよ 保存則等の基本について理解し、法則・公式を活用

うになる。 できる。

・エネルギーの また、エネルギー収支についても考えが及び、科学

変換の過程で の進歩によりより低密度のエネルギーの利用が可能

の力を取り出 になりつつあることを知識として身に付けている。



す熱機関をイ

メージし、理

解する。

・地球環境とエ

ネルギーバラ

ンスについて

おおまかに理

解する。

Ⅱ－１ ・波とは何が伝 関心・ 地震波・水面波・音・光など、身近に絶えず発生し ○

時空に満ち わっているか 意欲・ ている様々な波に関する現象に興味関心を持ち、意

る波 を理解する。 態度 欲的に探究し、波動現象の基本的概念を知るために

振動・媒質・ 意欲的に取り組んでいる。

波の速度。

・縦波・横波の 思考・ 様々な波動現象から波動現象に共通している性質・ ◎

違いを理解す 判断 特徴を考察することによって、波動現象の本質を見

るとともに、 いだし判断できる。

波の基本的性

質である回折 観察・ 水波実験器や波動実験器等を用いて、波の種類・基 ○

・干渉につい 実験の 本的性質を観察・実験する方法を習得する。また、

て学ぶ。波長 技能・ 縦波の横波表現やホイヘンスの原理に基づいた様々

１１ ・振幅・ホイ 表現 な波動現象の作図ができる。

ヘンスの原理

・反射の法則 知識・ 波の基本である波長・振動数・速度・屈折・反射や ○

・屈折の法則 理解 波の種類。そして特有の性質としての回折・干渉等

を理解し、作 について理解し身に付けている。また、波動現象の

図・計算がで 原理・法則を活用できる。

きる。

Ⅱ－２ ・最も身近な波 関心・ 音波の特徴や性質・伝わり方に関心を持ち意欲的に ◎

空気のふる である音波に 意欲・ 探究しようとしている。また、音波の発生装置であ

えを追う ついて、これ 態度 る楽器等に興味を持ち、波の基本的性質と関連づけ

まで学んだこ て取り組んでいる。

とをもとにし

て理解すると 思考・ 音波の発生から伝播に関する現象を各々の波動現象 ◎

ともに、音の 判断 として捉えられ、統一的に判断できる。また、音波

三要素とは何 とそれによる物体の振動に関係している日常の様々

かを学ぶ。 な現象に対して的確に考察・洞察し判断できる。

・ドップラー効

果、弦・気柱 観察・ 弦楽器・管楽器の実験・観察を通して、これまでに ○

の固有振動・ 実験の 学習した波動現象を確認し、定常波・共振・共鳴等

定常波・共振 技能・ に関する実験技能を習得し、得られた結果から科学

を通して楽器 表現 的に現象を表現できる。

についての理

解を深める。 知識・ 音が疎密波であること、音の三要素・波形と純音の ○

理解 関係・ドップラー効果・回折・干渉・共振（共鳴）

について理解し、楽器の原理について必要な知識を

身に付け、量的関係を活用できる。

１２ Ⅱ－３ ・光、可視光線 関心・ 光の示す現象と光学機器に関心を持ち、積極的にそ ○



光は波なの が示す波の性 意欲・ れらを探究しようとする。

か 質を学ぶ。反 態度

射・屈折・全

反射・レンズ 思考・ 様々な光現象の理解から光が波動現象であることを ○

についての現 判断 知り、法則を見いだし、光を通して認知する自然界

象・作図・計 について科学的な判断ができる。

算ができる。

１ ・光が波（横 観察・ 鏡やレンズを用いた実験機器により法則を見いだ ◎

波）であるこ 実験の し、スリット・回折格子・偏光板を用いた観察・実

との証である 技能・ 験の方法を習得し、簡単な実験機器を製作する。

干渉・回折現 表現

象を実験を通

して学び、計 知識・ 幾何光学としての光の性質と法則を理解している。 ◎

算ができるよ 理解 波動光学に関する現象を理解し、知識を身に付けて

うになる。ま いる。また、光についての原理・法則を理解し活用

た、偏光・ス できる。

ペクトル・電

磁波について

も学ぶ。


